
 

 

 

 

 

 楽しい冬休み 

 本日で 2 学期が終わり、明日から冬休みになります。指折り数えて待っていた子どもたちも
多いはずです。子どもたちに「何が楽しみ？」と聞いてみると「クリスマス」「大晦日」「お正月」
「お年玉」「初詣」・・・たくさんの答えが返ってきます。新型コロナウイルス感染症の影響で“自
粛”という言葉がついて回っていた昨年までとは少し違って、子どもたちの表情が明るいような
気がします。１３日間のお休みですが、子どもたちの楽しみなことがいっぱい詰まった冬休みで

す。感染症に気を付けながら、ご家族皆様でゆっくりとお過ごしいただきたいと思います。 

 冬の運動場の風物詩 

冬の運動場の風物詩と言えば・・・「縄跳び」と思われる
方も多いはず。 
休み時間になると縄跳びを手に運動場にかけて出ていく

子ども達がたくさんいます。反対の手には縄跳びカードを
もっています。野谷小には縄跳びのジャンプ台があります。
コンクリートパネルや角材を使った手作りのジャンプ台で
す。反発力があり、普段できないような技にも挑戦できるの
で、大人気になっています。三重跳びや二重あや跳び・・・

次から次へと技を繰り出して練習する姿に感動します。誰かが独占するのではなく、引っかかっ
たら次の人に代わるというルールもできていてみんなのジャン
プ台という感じです。 
 一方、運動場でも縄跳びを使って遊んでいるグループがあり
ます。「いろはに金平糖えいやあ！」「上！」「下！」「楽勝」「こ
れはくぐれんわ」・・・昔ながらの懐かしい遊びです。縄跳びっ
ていろんな遊びのバリエーションがありますね。冬休みにお家
でも縄跳びに挑戦する子もいると思います。家族みんなで体を
動かしてみてはいかがでしょうか？二重跳びできるかなあ・・・ 

ボランティアの気持ち 
秋と言えば落ち葉。野谷小にもたくさんの落葉樹がありま

す。ケヤキ・もみじ・さくら・・・。校門の周辺や学校の東側
の歩道が落ち葉でいっぱいになっていました。 
ある朝、あいさつをしながら落ち葉を掃いていたところ、「校

長先生手伝っていいですか」と声をかけてくれた子がいまし
た。「ありがとう。じゃあ一緒に掃こうか。」と手伝ってもらい
ました。その日から少しずつ人数が増え、多い日で 10 人くら

いの子どもが入れ代わり立ち
代わり手伝ってくれました。登校後の 10 分間くらいを学校の
ために使ってくれることがとてもうれしくなりました。「校長先

生、今日は係活動があるのでできないんですが。」という子に、
「いいよ、またできるときに手伝ってね」と返すと、ニコッとし
て校門をくぐっていきます。次の日は「今日は手伝います」とま
たにニコッと。毎日というわけにはいきませんが、できる時に
できる人が手伝ってくれました。今週は落ち葉もほとんどなく
なりました。「来年もしましょうか？」という言葉に感動！長続
きするためには、「取り組み方」と「気持ち」が大切ですね。 
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１２月の学校（子ども）の様子をダイジェストで紹介(主なもの) 

 
このテントウム

シはどこにいる

でしょう？ 

＜前回の答え＞ 

正面玄関に飾ってあります。地域の方

が寄贈してくださった油絵です。その

かにも校内に絵が何点かあります。 

○お飾りづくり（3 年生 １２／６） 

 「野谷をこよなく愛する会」の方をはじめ、地域の方にご協力いただき、お

飾りづくりをしました。 

稲刈りで刈り取った稲わらを使い、「めがね」という岡山でよくみられるお飾

りに仕上げました。適当な量のわらを二等分し、さらにそれぞれをねじりなが

ら巻き上げていきます。中央で輪をつくりそこにウラジロや南天の実、稲穂を

飾り付けます。最後に元をそろえ、飛び出したわらをチョキチョキ切って完成

です。子どもたちは、名人さんに手取り足取り教えていただきながら、伝統に

触れる貴重な体験をすることができました。 

○生活科研究発表会（2 年生 １２／７） 

 岡山市内の先生方をお招きし、生活科の研究発表会を開催しました。「まちたんけん」で見学した学区の施設（公

民館・交番・郵便局・大森さんの畑）を見学をして発見した「すてき」を chromebook を使って友だちに紹介し

ました。参観においでくださった先生方も参加してくださり、子どもたちも一生懸命説明していました。授業後の

研究協議会では、子どもたちが chromebook の使い方に慣れていること、学区の大好きを説明する姿が素晴らし

かったことなどたくさん褒めていただきました。 

 

○ハートオブゴールドの出前授業（6 年生 １２／１５） 

毎年この時期に来ていただいている出前授業。有森裕子さんが代表を務めておられるＮＰＯ法人「ハートオブ

ゴールド」は、「心の金メダル」を意味し、「スポーツを通じて希望と勇気を分かち合うこと」を目指しています。

国内はもとより、カンボジアでの国際貢献の様子などをお話ししていただきました。今年はハートオブゴールド

がカンボジアで設立した施設の出身で、日本の高等学校に留学し、介護福祉の仕事に就いているホムさんにも来

ていただき、現地の様子などを教えていただきました。質問にもたくさん答えていただき、子どもたちはこれか

ら自分にできることを考え実践していく予定です。 

 

今年一年お世話になりました。良い年をお迎えください。 

3 学期の始業式で元気な姿で会えるのを楽しみにしています。 
寅 卯 

○音楽集会（全学年 １２／１５） 

 コロナ禍の影響で全校で集まってできていなかった音楽朝会を開催しまし

た。おなかの体操（声だし）から始まり、クリスマスソングは、ボディーパーカ

ッションを使いながら楽しく歌いました。最後は歌に合わせてじゃんけん対決

をして終わりました。10分程度の短い時間ですが、朝からみんなの心がホッコ

リしました。野谷っ子集会（縦割り活動）をはじめ、全校行事って大切ですね。 



 

 

 


